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Abstract 
ナノテクノロジーによって創出されるナノ材料は、マクロな材料には見られない特異な性質を

有することが知られており、ドラッグデリバリーシステム（DDS）をはじめとした生体応用が盛

んに検討されている[1]。ナノ材料を DDS 目的で生体へ供する場合、生体が元来有する免疫機能に

より生体外へ排除され、薬物の効果的送達が困難となることが知られている。そのため、DDS 用

ナノキャリアには、免疫回避（ステルス）性能を付与することが肝要となる。ステルス性付与の

ためには、ポリエチレングリコール（PEG）などの親水性高分子の修飾が広く用いられてきたが、

最近の報告では PEG 修飾ナノ材料に対しても、複数回投与によって抗体が産生することが明らか

になり、新たなステルス性付与方法を開発することが重要となる。 

そのような中最近、血中に投与されたナノ材料表面に、血中タンパク質が吸着し新たな界面（プ

ロテインコロナ）を形成することが報告され、このプロテインコロナに含まれるタンパク質組成

によりナノ材料の生体内での運命が決定することが報告された[2]。すなわち、このプロテインコ

ロナの制御ができれば、ナノ材料にステルス性を付与することができると期待できた。本発表で

は、高分子ナノ粒子に、血中の非免疫関連タンパク質に対する分子認識能を付与した界面を構築

することで、プロテインコロナを制御し血中滞留性を示す新たなナノキャリアの開発例について

紹介する[3-6]。 

本研究は、文部科学省卓越研究員制度、科研費、旭硝子財団からの援助を受けて行った。 
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